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９月２１日（金）柏野小学校にて第２回小学校外国語活動サポーター

研修会を実施しました。中学校の先生を招いてのＴＴでの授業を参観後

サポーター間での協議を行いました。

協議では，各小学校の外国語活動の様子や授業における担任とサポー

ターのかかわり方，より効果的な指導方法などについて具体的な内容が

取り上げられました。例としては，事前打ち合わせの時間確保や担任と

サポーターの（メインで指導する）時間の配分のしかた，学校やクラス

ごとの児童の実態を考慮した指導方法のアレンジの仕方があげられてい

ました。また，外国語活動の授業での学習内容を行事の発表や日常の生

活場面に生かして指導している例など，各校で積極的に取り組んでいる様子が紹介される一方で，様

々な課題もあげられています。

各サポーターは複数の学校で授業のサポートをしており，様々な取組を経験しています。打ち合わ

せ等の時間を活用して，サポーターから積極的に情報を引き出すことで，自校の活動の活性化につな

がります。

次回は，２月開催予定の小学校外国語活動研究協議会とあわせて開催する予定です。

コラム：防災教育（②）

平成２４年７月に「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理

等に関する有識者会議」の最終報告が出されました。

一つの災害だけではなく，その後の二次的に発生する危険にも

対応することを踏まえ，次の提言内容を各園・学校における防災

教育を検証する一つの視点としてご参照願います。

【主な提言内容】
● 防災教育の指導時間の確保に向け，主体的に行動する態度や支
援者としての視点を育成する観点から，児童生徒の発達の段階を
踏まえた系統的・体系的な指導を行うことが必要。

● 特に津波災害については，東日本大震災の教訓を踏まえ，地域
の特性に応じ，様々な場面や状況を想定した上で，津波避難マニ
ュアルを作成し，訓練を実施していくことが必要。

● 教職員の被災など，想定以上の災害が発生した東日本大震災に
おける事例も考慮し，臨機応変に対応できる組織の在り方が求め
られる。

● 引き渡しのルールや避難所の開設・運営については，あらかじ
め，保護者や地域住民と連携を確立させることが必要。

● 防災マニュアルの作成に当たっては，保護者・地域住民，関係
機関等の協働により作成するとともに，訓練の実施結果等に基づ
き，常に見直しを行うことが必要。

外国語活動サポーター研修会報告

第３回学力向上プロジェクト推進委員会報告

１０月１日（月）に，第３回学力向上プロジェクト推進委員

会を開催しました。

本委員会では，標準学力検査，全国学力・学習状況調査，学

習状況調査の分析結果に基づき，確かな学びを実現するために，

９年間を見通した各教科等における系統性や，学校間の円滑な

接続を考慮した各学校の学習活動や学び方のスタンダードを示

した「学習活動モデル」，「学び方モデル」の作成作業を行っ

ております。

第３回の委員会では，推進委員及び研究モデル校の研究担当者が，国語科部会，算数・数学科部会，外

国語部会に分かれ，それぞれの教科における「学習活動モデル」，「学び方モデル」の発表がありました。

各学校において，子どもたちが，先生方が，今の学び，これまでの学び，これからの学びを必要に

応じて手軽に確かめることができるように，義務教育９年間を見通したモデルを作成し，発信してい

きたいと考えております。

季節も秋から冬へと変化が著しい時期となっ

ております。各園・学校におきましては，特色

ある教育活動が行われていることと思います。

平成２４年７月２０日事務連絡においては，

２学期終了後，新たな取組を募集するとお知ら

せしましたが，２学期終了を待たずに，新たな

掲示を行いたいと考えております。

つきましては，既に各園・学校において作成

された掲示物がございましたら，提供いただけ

ますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

「笑顔キラリ！！ 私たちの宝物」について

～園・学校・研究サークル取組紹介～


